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度であるストレス反応因子を調査した。 労働関連因子の中で、労働時間は職業性ストレス要因  
とストレス反応に対する危険因子であり、残業のなかった労働日数はストレスからの回復を促す  
予防因子であることが、本調査で示唆された。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
日本の小児科医のストレスと労働状況の関係を、職業性ストレス要因とストレス   
症状の指標を用い、日本小児科学会の登録名簿より無作為に抽出された3000名の   
学会員を対象に、自記式質問票配布により、横断的に調査を行なった。その結果、   
粗解析では、週総労働時間を初めとするすべての労働関連要因は、ストレス症状   
と関連していたが、性別、年齢、勤務形態、雇用形態を調節すると、週給労働時   
間、残業のない日数、完全体日日数がストレス症状と関連し、さらに、週総労働   
時間を追加調節すると残業のない日数のみがストレス症状と関連していた。   
以上より、本研究は、日本の小児科医の労働状況について、労働時間は職業性ス   
トレス要因とストレス反応に対する危険因子であり、残業のない労働日数は、ス   
トレスからの回復を促す予防因子であることを示唆したものであり、労働衛生学   
的に価値ある業績と思われる。   
よって、本研究者は、博士（医学）の学位を得る資格があるものと認める。   
